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シコクビェいもち病菌完全世代のSEM像
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Scann1ng　e1ectron　m1croscopy　of　the　perfect　stage　of灼ブκ〃Z仰ηαsp

　　　　　　　　　from　E1刎5閉θ60r㏄伽α（L．）Gaertn

　　　　M1k1o　NozU＊，Sakae　ARAsE＊，Tosh1h1de　TsUKAM0T0＊，

　　　　　　　K1yosh1YAMAGUcHI＊and－LateSetsuIn1IT0I＊

　Per1thec1a1n巧閉〃脈吻　sp　fro岨EZα州惚60閉6α伽（L）Gaertn．　were　obseryed．by
usmg　a　scann1ng　e1ectron　mユcroscope　　Per1thec1a　appeared．on　a　cu1ture　med．1um　about

15d．ays　after1mat1ng　At30－days－o1d　cu1ture，Per1thec1a　were　usua11y　who11y　e血bed．d．ed一，

w1th1ong‘beaks　protrud．mg　from．the　surface　of蛆ed－1u皿　　Ost1o1e　such　as　that　seen　m

Pyrenom－ycetes　was　not　observed．at　the　top　of　beak　However，when　per1thec1a1beaks

were　cut1ong1tud1na11y　or　c1oss1y，ost1o1e－11ke　cana1s　were　observed－　The　cor1aceous

per1thec1um　was　composed　of　pseudoparenchy皿a，and　was9－14μ血th1ck　w1th　an　mner

1ayer　of1arge　angu1ar　ce11s（4－8×4－10μm一）and．an　outer1ayer　of　sma1191obu1ar　ce11s

So皿e　t1Ines，asc1or　ascospores　re1eased　were　observed．m　a　cav1ty　of㎜ature　penthec1a

Asc1were　cy11ndr1ca1to　subc1avate　and，had．ar1sed　fro皿the　base　of　the　per1thec1u皿

and1ts　surface　was　smooth

緒　　　　言

　メヒシバいもち病菌（的r肋1α伽細蜘（Cke．）
　　　　　　　　　　　1）
Sacc．）の完全世代が報告されて以来，イネおよび他の

多くのイ不科檀物のいもち病菌の完全世代が報告されて
　2，3，4）　　　　　　　　　　　　　5）

来た　　．YAEGASHIは，イ不および他のイ不科檀物

から分離した多くのいもち病菌を供試し，いもち病菌は

heterOtha111cであることを確かめ，Aとαで表わされ

る交配型両クループ間の交配によって完全世代が形成さ

れることを明らかにした。しかし，日本産のイネいもち

病菌相互では交配型が異なる菌株を交配しても完全世代
　　　　　　　　　　　　6）
は形成されていない．糸井らはシコクビエ（”㈱伽

60肌α伽（L．）Gaertn．）から分離したいもち病菌相互

の交配実験を行い。同一個体上に雌雄の機能の分化を示

すと思われる菌株。即ち両性株（hermaphrod1te）の存
　　　　　　　　　　　　　　7）
在を示した．さらに，ITOI功αZ．は多くのシコクビエ

いもち病菌とイネいもち病菌の交配実験から，イネいも

ち病菌もかつて両性株であったが性の退化により雌雄機

能を消失したのではないかと述べている．

　一般に交雑は生活環の一部として有性世代をもつ菌類
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の病原性変異の重要な手段と考えられている。しかし、

巧閉〃Z㈹α属菌の完全世代は自然界ではまだ見つかっ

ていない．巧伽〃zα伽属菌の完全世代が伝染環や生活

環の中で重要な役割を果しているならば，子のう胞子が

子のう殻から放出される必要がある。この問題にアプロ

ーチする為に，本実験では走査電子顕微鏡を用いてシコ

クビエいもち病菌の子のう殻を観察した．

　　　　　　　　材料および方法

　供試菌：交配に用いたシコクビエいもち病菌とその交

配型をTab1e1に示す．各菌殊は，罹病葉から単胞子

分離した菌株である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
　電子顕微鏡観察　子のう殻はITOI4αZの方法によ

り形成させた．培地申より取り出した子のう殻をリン酸

緩衝液（PH7・4）に浸したレンズペーパーで包んだ。

これを6．25％グルタールアルデヒドと1％オスミウム酸

によって二重固定した後，80℃，30分の加温操作を行

い，子のう殻に付着した寒天を除去した。エタノール系

列で脱水後，スヂレン樹脂に包埋した．重合した樹脂を

カッターとハンマーにより割断後，プロピレンオキサイ

ドで脱包埋した．試料は酢酸イソアミル置換，臨界点乾

燥，金蒸着後、走査電子顕微鏡で観察した。
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Tab1e1The1so1ates　of巧rκ〃α〃αsp　used　m
　　　　this　study

Iso1atea）Matmg　type　Locat1on　　Year　co11ected

G1O＿1

G41＿3

YL1
Y2＿4

Y2＿6

Y3＿2
Y17＿1

Y17＿7

YT5＿1

Z2－1

Z47A

A
α

α

α

α

α

λ

五

五

α

λ

Tochigi　Pref．

　　　〃

Yamaguchi　Pref。

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

Kagawa　Pref

　　　〃

1979

1981

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1979

1980

a）Monocomd1a1lso1ates　obtamed　from1es1ons　on
　natura11y　infected　ragi1eaYes．

　　　　　　　　結果および考察

　子のう殻は対時培養開始15日目頃から形成され，30日

目には交合部付近に帯状に多数形成された（Fig．1）．

成熟子のう殻は，球形暗褐色の体部と円筒状の頸部から

成り立っていた。子のう殻の培地上における状態は，八
　8）
重樫によれば体部が培地表面に現われる場合もあり，培

地申での子のう殻の形成状態は一様でなかったとしてい

る凸しかし，本実験では体部は常に培地申に埋没し，

D1aporthaceaeの特徴を示していた．F1g2は寒天を

除去した子のう殻である．このような子のう殻を押しつ

ぶし，光顕観察すると、子のう殻内部より押し出された

子のうあるいは子のう胞子が見られた（Figs．3，4）．ま

た，比較的若い子のう殻では側糸（Fig．3，矢印）が観

察された．側糸は分岐のない糸状の有隔糸であるが，非

常に観察しにくく全体の輪郭も明瞭ではなかった。

　子のう殻表面には多数の菌糸が存在していた。体部表

面の菌糸は組織化しておらず，子座の伴生は認められな

かった．頸部表面は細い毛糸状の菌糸で覆われていた。

頸部先端には孔口は認められなかった（Fig．5）．

　スヂレン樹脂割断によって得られた培養30日目の子の

う殻体部と頸部の縦断面像をFi9．6，7に示した。体部

横断面像をFig．8に示した．子のう殻の体部は，厚さ

9－14μmの膜状の偽柔組織からなり，腔内側は角ばっ

た大きな細胞（4－8×4－10μm）から出来ており，体

部表面に近づくにしたがって細胞は小さくかつ丸くなっ

ていた．成熟子のう殻の体部内には子のうあるいは遊離

した子のう胞子が認められた（Figs．8，9，10）．子のう

は柱状又は楊棒状をしており体部底面より上方へ束生

し，表面は滑らかであった（Fig．11）．体部に発達する

偽柔組織と束生する子のうの間には壁状の構造が観察さ

れ，割断された子のう内部には子のう胞子が認められた

（Fig．9，11）．子のう胞子表面は滑らかで、隔膜部分に

は隆起が認められた（Fig．12）。

　Fig．13は斜めに割断された子のう殻頸部である。頸

部はゆるくからみあった表面の菌糸層とその内部には密

着した菌糸層があり，またこの菌糸層の内側には菌糸が

ゆるやかに集まった像も観察された（Figs．13，14，15）。

Fig．14は頸部横断面を示しており，頸部内に小さな孔

口が観察された。また内部菌糸と緊密にゆ合した菌糸層

との間に間隙もみられた．しかし，一般の核菌類にみら

れるような孔口は頸部先端には見られなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　9・10）、
　子のう先端の構造は，SHAFIE功α1が0oo〃肋o1鮒

で指摘しているように，子のう胞子を子のう殻外へ出す

ための胞子放出機能をもつ場合が多い．しかし，本菌の

場合，1）子のうは成熟すると体部より容易に離脱す

る．2）子のう胞子は子のう壁を貫通して容易に発芽す
　8）

る．3）体部に離脱した子のうのほかに遊離した子のう

胞子が多数観察された。このことから，いもち病菌の子

のうは消失しやすく，子のう胞子放出機能は持っていな

いものと思われる．しかし豆Fig．16に示すように頸部

表面に子のう胞子が多数付着した像が得られた．このこ

とは子のう胞子が子のう殻から何らかの機構によって外

部に放出されたことを示唆している．これまでの観察結

果では，頸部内に見られた孔口が頸部外に開口したよう

な像は得られていないことから，これらの子のう胞子が

どのような経路で殻外へ出たかは不明である．いもち病

菌子のう殻の子のう胞子放出機構は著しく退化している

のかも知れない。

　　　　　　　　　摘　　　　要

　シコクビエいもち病菌の子のう殻を走査電子顕微鏡で

観察した．子のう殻は対時培養後約15日で形成された．

培養30日目では子のう殻の孔口部は培地表面に伸び，孔

口は頸部先端にはみられなかった。しかし，頸部を縦又

は横に割断すると孔口に似た溝が観察された．体部は厚

さg－14μ血の偽柔組織から成り立っていた。体部表

面の菌糸細胞に比較して内側は角ばった大きな菌糸細胞

（4－8×4－10μIn）から出来ていた。成熟した子のう

殻体部では子のうや遊離した子のう胞子が観察された、

子のうは柱状又は橿棒状で，体部底面より束生してい

た。子のう表面はなめらかであった．
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Explanation of figure 

Fig. 1. A scanning electron micrograph of perithecia of Pyticula,ria sp. in culture 

Fig. 2. A scanning electron mrcrograph of a perithecium. 

Fig. 3. Asci(A) from a crushed perithecium. The arrows show paraphyses. 

Fig. 4. Ascosopres(AS) in an ascus(A). 

Fig. 5. Surface structure at the top of perithecial beak. 

Fig. 6. A Iongitudinal section of perithecium 

Figs. 7-10. A cross section of peridium(PD) 

Fig. 11. A cross section of an ascus(A) and ascospore(AS). 

Fig. 12. Longitudinal and cross section of ascosopres(AS) 

Figs. 13 and 14. A cross section of perithecial. beak. 

Fig. 15. A Iongitudinal section of perithecial beak 

Fig. 16. Ascospore(AS) in surface of perithecial beak. 

Abbreviations used ; A : Ascus, AS : Ascospore, P : Perithecium, PB : Perithecial beak, 

PD : Peridium, SE : Septum. 

(Scales : 1, 2, 6=100 /Lm ; 3, 4, 5, 7-16=10 1lm) 
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